
「早稲田大学弓道部は、常に日本一を目指す」
この目標の実現に向けて、本年度は「貫志」の標語

の下、「個の力」も確実に上昇している部員一同は強い
気持ちをもって切磋琢磨してまいりました。

シーズン前半の全関東学生選手権、全国学生選抜、
全日本学生選手権ではいずれもベスト8にとどまり、
ここ数年来の壁を破ることができませんでした。

満を持して臨んだリーグ戦、混戦が予想される中、
持てる力を完全に発揮することができず 2部陥落とい
う本当に悔しい結果となりました。この悔しい思いを
部員一人一人が心に刻み込み、安定した射術の向上だ
けでなくメンタル面での強化を図り、1部復帰と日本一
奪還へ向けて進んでまいります。

監 督

行 方 利 春

本学弓道部は1897年に創立された体育部6部の一つ
であり、本学競技スポーツの中でも最も長い歴史を有して
います。発足当時から文武両道を旨とし、 自主性を重んじ、
困難に立ち向かう精神力とそれを支える強靱な体力に裏
打ちされた人間力により、各界で活躍する数々のリーダー
を輩出しています。今年は、全日本インカレ団体でベスト8

（男子）、個人戦で準優勝（中村さん1年）のほか、全国
選抜団体戦で男女ともにベスト8、全関東団体戦で男子
がベスト8、個人戦で準優勝（首藤さん4年）4位（佐藤さ
ん2年）という立派な結果を残しました。一方で、残念な
がらリーグ戦で男女ともにII部に降格となってしまいました。
来年は、男子部、女子部共に厳しい練習に取り組み、全
国制覇とI部復帰を実現してくれることを期待しています。

部 長

伊 坪 徳 宏
理工学術院
教授

主 将
山 田　蓮
政治経済学部
早大学院

平素より多くのご支援を賜り、誠にありがとうござい
ます。本年度、男子部は新人戦・全関・選抜・インカレ
と、すべてのトーナメント大会においてベスト8という結
果となりました。

この「ベスト8の壁」を越えるためには、常に安定した
射を行うことのできる選手であることが重要であり、そ
のための精神力の必要性を改めて痛感した一年でした。

自分と向き合い、相手に勝つためにまず己に勝つと
いう、弓道の根幹にある心を部員一同が実感できた一
年でもあったと思います。リーグ戦ではⅡ部降格という
悔しい結果となりましたが、この悔しさを来季は晴らし
てくれると切に願っています。

今後ともご支援のほど、よろしくお願いいたします。

早稲田大学弓道部女子部門は現在26名が在籍して
います。その中でも大学から弓道を学ぶ部員が比較
的多いのが女子部門の特徴となっています。

2月から10月のシーズン中は、週6日の正規練習、
各種試合、合宿、遠征等に部員が一丸となり取り組
んでいます。学生である以上、学業優先であること
は言うまでもありませんが、先輩等からアドバイス
を得るなどして、効率的な時間管理に努め、学業と
の両立を図っています。

弓道部員としての活動は、学生としてばかりでは
なく、一人の人間として部員を大きく成長させてい
くものと確信しています。

女子部門監督

石 原 源 一
女子部門主将
橋 本 美 優
スポーツ科学部
國學院

今年度弓道部女子部では、新人戦第3位、早慶戦勝
利、全国選抜ベスト8といった記録を残すことができ
ました。リーグ戦では、Ⅱ部降格という悔しい結果と
なってしまいましたが、この1年間で部員が努力を重
ねて成長を遂げたことは間違いなく、我々 4年生の引
退後も躍進していってくれると感じられました。

OB・OGの方々をはじめ、関係者の皆様のご支援の
おかげで、本年度も恵まれた環境で練習を行うことが
できました。誠にありがとうございました。

まずは、4年間お世話になった皆様に心から感謝申
し上げます。初心者として入部した私に温かく、時
に厳しくご指導くださり、ありがとうございました。
苦しい時期もありましたが、ここまで来られたのは
皆様のおかげです。

一方で、先輩方が勝ち取ったI部の座を守り抜けな
かったことに、申し訳なさや悔しさが残ります。しか
し同時に、皆が最後の最後まで諦めずに戦い抜く姿を、
主務として支えられたことを誇りに思います。結果よ
りもずっと大きな成長を感じさせてくれました。

これからも弓道部を応援し続けます。今まで本当
にありがとうございました。

女子部門主務
柴 崎 麗 奈
文化構想学部
市川

主 務
太 田 雄 野
文学部
國學院

勝利に必要なものは様々あるが、一番に挙げるとす
れば、それは弛まぬ練習である。全ての部活動の基
本であり、これが無くては試合で勝つことはおろか、
そもそも試合に出ることなく引退することもありうる。
悲しいことに、最近は練習しない部員が多い。実力が
あるならともかく、未経験でありながら自主練習を行
わない者、正規練習すら体調不良で頻繁に休む者、果
ては長期留学に行く者のなんと多いことか。こういっ
た者は部活を就職活動の道具としか考えていないよう
に思う。その点、我が部門にそのような者はいない。
男子部は今年Ⅱ部リーグに落ちてしまったが、主要三
大会はすべてベスト八まで押し上げた。来シーズンの
更なる活躍を祈る。

弓　道　部
■ 1902年（明治35年）公認

 部員数
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本年度試合戦績 成績（早稲田勝利：○、引き分け△、敗戦●）

〔男子〕
◇筑波大学定期戦　　（2月20日）
優勝（〇125−119）
◇第71期新人戦　　（3月2日〜15日）
三回戦敗退
▷1回戦：東京科学大学（○72−69）
▷2回戦：東京大学（〇68−67）
▷3回戦：桜美林大学（●77−81）

◇明治大学定期戦　　（3月27日）
準優勝（●153−161）
◇第63回百射会　　（5月6日）
佐藤蒼（教育・2）（同率5位入賞、連中賞（42中））
◇慶應義塾大学定期戦　　（5月11日）
優勝（〇132−124）
◇第55回全関東学生弓道選手権大会個人予選　　（5月17日）
決勝進出
家田翔平（基幹・4）
佐藤蒼（教育・2）
寺門日向人（文構・2）
中村輝斗（商・1）

◇第55回全関東学生弓道選手権大会　　（6月14日〜15日）
団体予選　決勝ト−ナメント進出（20中）シ−ド権獲得
団体戦決勝トーナメント　三回戦敗退
▷1回戦：シ−ド
▷2回戦：國學院大學（〇17−11）
▷3回戦：日本大学（●16−22）
個人決勝　佐藤蒼（教育・2）（4位入賞）
◇第37回全国大学弓道選抜大会　　（6月28日）
団体予選　決勝ト−ナメント進出（16中）
団体戦決勝トーナメント　二回戦敗退
▷1回戦：大阪経済大学（○15-7-5−15-7-2）
▷2回戦：法政大学（●16-7−16-9）

◇第73回全日本学生弓道選手権大会個人予選　　（7月5日）
決勝進出
河野誠也（人科・4）
家田翔平（基幹・4）
浅井啓真（法・2）
中嶋啓太郎（基幹・1）
中村輝斗（商・1）

◇第73回全日本学生弓道選手権大会　　（8月18日〜20日）
団体予選　決勝ト−ナメント進出（17中）シ−ド権獲得
団体戦決勝トーナメント　三回戦敗退
▷1回戦：シ−ド
▷2回戦：千葉商科大学（〇13−11）
▷3回戦：名城大学（●13−14）
個人決勝
中村輝斗（商・1）（2位）
河野誠也（人科・4）（7位入賞）

◇関西学院大学定期戦　　（8月22日）
優勝（〇126−112）
◇関西大学定期戦　　（8月24日）
準優勝（●128−135）
◇第72期男子リーグ戦　　（9月7日〜10月26日）
入替戦　順位未定
▷桜美林大学（●124−132）
▷明治大学（●114−133）
▷慶應義塾大学（●130−136）

▷日本大学（●132−146）
◇東西学生弓道選抜対抗試合第71回男子の部　　（11月22日）

優勝
▷東軍　
　・佐藤蒼（教育・2）20射17中

〔女子〕
◇第71期女子部新人戦　　（3月2日〜23日）
3位
▷1回戦：シ−ド
▷2回戦：専修大学（〇51−28）
▷3回戦：立正大学（○54−38）
▷4回戦：青山学院大学（○51−40）
▷準決勝：日本大学（●47−56）
▷3位決定戦：上智大学（○50−41）

◇明治大学定期戦　　（3月27日）
準優勝（●40−52）
◇慶應義塾大学定期戦　　（4月27日）
優勝（〇51−8、51−5）
◇第63回女子部記録会　　（5月5日）
首藤菜那（先進・4）（同率6位入賞（47中））
◇第55回全関東学生弓道選手権大会個人予選　　（5月18日）
決勝進出
首藤菜那　（先進・4）

◇第55回全関東学生弓道選手権大会　　（6月14日〜15日）
女子団体予選　決勝ト−ナメント進出（6中・5中/一手競射）
女子団体決勝トーナメント　1回戦敗退
▷東京農業大学（●5−8）
個人決勝　首藤菜那（先進・4）（2位）
◇第37回全国大学弓道選抜大会　　（6月29日）
団体予選　決勝ト−ナメント進出（15中）
団体決勝トーナメント　2回戦敗退
▷徳島大学（〇12−10）
▷京都橘大学（●7−14）

◇第73回全日本学生弓道選手権大会個人予選　　（7月6日）
決勝進出
橋本美優（スポ・4）
小井戸槙（基幹・2）
小林栄舞（人科・2）
橋本萌花（文構・2）

◇第73回全日本学生弓道選手権大会　　（8月19日〜20日）
団体予選　予選敗退（9中）
個人決勝　入賞者なし
◇関西学院大学定期戦　　（8月22日）
優勝（〇57−54）
◇関西大学定期戦　　（8月24日）
準優勝（●61−66）
◇筑波大学定期戦　　（8月28日）
優勝（〇63−57）
◇第72期女子リーグ戦　　（9月7日〜10月26日）
入替戦　順位未定
▷明治大学（●51−53）
▷桜美林大学（●60−62）
▷日本大学（●55−66）
▷東京農業大学（●45−49）
▷國學院大学・法政大学（●59−53−60）
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